
（公財）香川県国際交流協会 〒760-0017　高松市番町 1-11-63　アイパル香川内
TEL：087-837-5908　FAX：087-837-5903 　E メール：kookare@i-pal.or.jp URL：http://www.i-pal.or.jp/

〈主 催〉（公財）香川県国際交流協会／（独）国際協力機構四国支部（JICA四国）〈共 催〉（公社）　セカンドハンド 〈後 援〉香川県教育委員会　

I N T E R N A T I O N A L S E M I N A R 2 0 1 5 K A G A W A H . S

Program

お問合せ
お申込み

今年の高校生カレッジは、〈交流編〉と〈実践編〉の2つの

プログラムに分かれます。国際交流を楽しみたい人、国際

協力についてより深く知りたい人、それぞれの関心に合わ

せて、ご参加ください！

「高校生カレッジ2015」が始まります！

第 1 部　小豆島のオリーブの木を使ったクラフトづくりに挑戦！
第 2 部　いろいろな国の人と交流しよう

「国際交流☆クラフトづくり」 

「高校生のための国際協力講座☆
        　　知って、考え、行動しよう」

●開催日時：6月20日（土）13：00～17：00
●会場：アイパル香川

第 1回

第 1 部  チョコレートから世界とのつながりを考えよう
第 2 部  国際協力について知ろう
　　　　　　＆青年海外協力隊の体験談を聴こう－ガーナ編－

世界とのつながりや国際協力について知ろう
●開催日時：7月12日（日）13：00～17：00
●会場：アイパル香川

●開催日時：7月25日（土）10：00～16：30
●会場：セカンドハンド片原町店、アイパル香川
第 1 部  国際協力 NGOセカンドハンド訪問！ボランティア活動を体験しよう
第 2 部  カンボジアからの JICA 研修員と交流しよう

第 2回 体験や交流を通して理解を深めよう

●開催日時：8月19日（水）13：00～17：00
●会場：アイパル香川
第 1 部  多文化共生って何？在県外国人の問題や
　　　　　　香川県国際交流協会の活動について知ろう
第 2 部  大学生が取り組む活動について知ろう＆自分にできることを考えよう

第 3回 自分にできることを考えよう

世
界

とのつながりを感じよう

高校生
カレッジ

アイパル・JICA

2015

高校生
カレッジ

アイパル・JICA

2015

詳しくは中面へ！

申込方法

申込締切

参加費

キャンセル

下記の申込書にご記入の上、FAXまたは郵便でお送りください。
アイパル香川あるいは JICA四国のホームページから申込書をダウン
ロードし、Eメールでお送りいただくことも可能です。　

※実践編は3回のすべての講座に参加することが原則となります。
※お申込みの人数が定員を超えた場合には、キャンセル待ちとなります。
※参加申込みが 5名に満たない場合には、講座は中止とさせていただきます。

交流編　　600 円（材料費・お茶代等含む）　　
実践編　1,000 円（全 3回分／材料費・お茶代等含む）　
※参加費は、当日受付にて徴収します。

参加案内 当日の集合場所・持ち物等、講座の詳細につきましては、お申込み受付後、「参加案内」をお送りします。

申込締切：交流編 6 月16日（火）　実践編 7月8日（水）

お申込み後、参加できなくなった場合には、必ずご連絡ください。キャンセルの受付は講座日の3日前まで
とさせていただきます。

お申込方法等について

※当日、新聞やテレビ等の取材が入る場合があります。また、撮影した写真をアイパル香川およびJICA四国のホームページや機関誌、チラシ等
　に掲載する場合がありますので、ご了承ください。掲載に支障のある方は、担当までお知らせください。

高校生カレッジ2015参加申込書
No. 受付日

記入しないでください

性　別

ふりがな

男 ・ 女氏　名

学校・学年
(　　　　年）

コース／科

住　所
〒

TEL (自宅） 携帯電話

Eメール

緊急連絡先
保護者名：

参加を希望するプログラムに○をつけてください。
①交流編　（　　　）　　　　
② 実践編　（　　　）※原則全 3回参加。やむを得ない事情で全講座参加できない場合にはご相談ください。

講座当日連絡がとれる電話番号：

■英語でのコミュニケーションについて当てはまるものに○をつけてください。
（　　　）自信あり　（　　　）まあまあ自信あり　（　　　）何とかなる　（　　　）あまり自信がない 　（　　　）自信がない

■以前にも「高校生カレッジ」に参加したことがありますか。　　（　　　）はい　　（　　　）いいえ

＜FAX送信先＞087-837-5903　高校生カレッジ担当 宛
＜Eメール＞ kookare@i-pal.or.jp
■アイパル香川HP：http://www.i-pal.or.jp/
■JICA四国 HP　　：http://www.jica.go.jp/shikoku/

交流編 6月16日（火）[定員30名]／実践編 7月8日（水）[定員20名]　

会場：アイパル香川

アイパル・JICA

交流編

実践編

県内の高校生を対象とする国際理解プログラムです。

世界の現状や異文化についての理解を深めながら、地域のことや

自分自身の将来のことなどを県内各地から集まる仲間とともに考

えます。いろんな活動を体験しながら、たくさんの出会いと発見

を楽しみましょう！

「高校生カレッジ」とは…



第 1回

県が受け入れている南米からの研修員や、アフリカからのJICA研修員をは
じめとする外国人ゲストのみなさんと交流します。お互いの国・地域につ
いて紹介し合ったり、ゲームを楽しんだりしながら、異なる文化や習慣に
ついて学びましょう。そして、自分自身のことをふりかえってみましょう。

チョコレートを題材にしたワークショップ等を通して、私たちの身近にある
ものが他の国や地域、そして、そこに暮らす人々とどのようにつながって
いるのか学び、考えます。

「小豆島のオリーブの木を使ったクラフトづくりに挑戦！」

「いろいろな国の人と交流しよう」

交流編

第 2部

第 1部

講師：河田 義昭さん [デザイナー、感性ときめきセミナー主宰 ]／「感性ときめきセミナー」スタッフのみなさん

「高校生のための国際協力講座☆知って、考え、行動しよう」 (全3回)

●参加費：1,000 円（全3回分／材料費・お茶代等含む）　 ●定員：20名　
●開催日：第 1回 7月12日（日）／ 第 2回 7月25日（土）／ 第 3回 8月19日（水）

「チョコレートから世界とのつながりを考えよう」

「国際協力について知ろう＆青年海外協力隊の体験談を聴こう－ガーナ編－」
講師：有江 由貴さん [JICA四国専門嘱託、元青年海外協力隊員（派遣国：ガーナ 職種：手工芸）］

ゲストスピーカー：川内 衣梨絵さん [セカンドハンド事務局職員、元青年海外協力隊員（派遣国：カンボジア 職種：青少年活動）］

第　　回1 7月12日（日）13：00 ～17：001 会場：アイパル香川

第 1部

第 2部

第 2部

第 1部

「多文化共生って何？在県外国人の問題や香川県国際交流協会の活動について知ろう」

「大学生が取り組む活動について知ろう＆自分にできることを考えよう」第 2部

第 1部

第1回「国際交流☆クラフトづくり」

Program

河田 義昭さん

スタッフのみなさん

オリーブの木でつくった人形

講師の河田さんは、工業デザイナーとして30年間パナソニックに勤務した後、
退職して小豆島三都半島に移住。オリーブ公園内で「感性ときめきセミナー」を
開講したり、地域の小学校等でクラフト教室を行ったり等、アートによる地域活
性活動に取り組まれています。今回は、河田さん考案のオリーブの廃材を利用し
たクラフトづくりに在県外国人ゲストのみなさんと一緒に挑戦します。オリーブ
の木が持つさまざまな表情や温かみが感じられるクラフトづくりを楽しみなが
ら、香川の魅力を再発見しませんか？

JICAの活動をはじめ、いろいろな種類の国際協力について学びます。また、ガーナ
で青年海外協力隊員として活動した経験をもつ有江さんの体験談を聴いたり、現地
での活動の一環として行ったガーナのビーズを使ったアクセサ
リーづくりを体験したりしながら、青年海外協力隊の活動につい
て理解を深めましょう。

アフリカからの
研修員のみなさん南米からの

研修員のみなさん

2014年12月7日

2014年12月20日

2015年1月11日

●開催日：2015 年 6月 20 日（土）13：00～17：00
●参加費：600 円（材料費・お茶代等含む）　

●定員：30名●会場：アイパル香川

いろいろな国の人との交流を楽しみながら、小豆島のオリーブの木を使った人形づくりに挑戦しませんか。

実践編

第　　回

チャリティーショップ＊1を運営し、その収益金や寄付等を活用して、カンボジア
の教育や医療、女性の自立等の分野を中心に支援活動を行っているNGO「セカン
ドハンド」を訪問します。セカンドハンドのスタッフやボランティアのみなさんと
交流しながら、実際にボランティア活動を体験し、NGOや地域での国際協力活動
について学びましょう。

県内に暮らす外国人住民の問題や香川県国際交流協会（アイパル）
が行っている活動について学びます。異なる文化的背景をもつ私た
ち一人一人がお互いに助け合いながら、ともに生き生きと暮らせる
ような社会をつくるためにはどうしたらいいか、考えてみましょう。

「香川大学STEP」＊2のみなさんをはじめ、国際協力等の分野で活動している大学生の体験談を聴きます。
また、これまでの講座をふりかえり、学んだことを明日からの生活、そして、将来に向けてどのように
活かしていくか仲間と一緒に考えましょう。大学生との交流タイムでは、大学生活や進路についてもい
ろいろ質問できます！

「国際協力NGOセカンドハンド訪問！ボランティア活動を体験しよう」

「カンボジアからのJICA研修員と交流しよう」

香川を訪れているカンボジアからのJICA研修員のみなさんと交流します。交流の前には、カンボジ
アで青年海外協力隊員として活動した経験をもつ川内さんから、カンボジアの文化や現地での生活
についてお話を聴きます。また、クメール語の簡単なあいさつにも挑戦します！交流では、ゲーム
や会話を楽しみながら、カンボジアの現状やJICAの研修事業について学びます。研修員のみなさん
と積極的に交流し、英語でのコミュニケーション力も鍛えましょう！

22 7月 25日（土）10：00 ～ 16：30 会場：セカンドハンド片原町店、アイパル香川

第 1回
第　　回3 8 月 19 日（水）13：00 ～17：00 会場：アイパル香川

世界につながるシゴト見本市！～いろいろな仕事に出合って、進路について考えよう～世界につながるシゴト見本市！～いろいろな仕事に出合って、進路について考えよう～

聴いてみよう、考えよう、ふれあおう☆青年海外協力隊～日本でも世界でも光るシゴト～

感じよう、ふれあおう☆アフリカ～カカオ豆からのチョコレートづくりに挑戦しよう＆アフリカの人たちと交流しよう～ 感じよう、ふれあおう☆アフリカ～カカオ豆からのチョコレートづくりに挑戦しよう＆アフリカの人たちと交流しよう～ 

（１）民間企業：ＴＨＥＢＯＤＹＳＨＯＰ（株式会社イオンフォレスト）、
　　                          四国電力株式会社
（２）NGO：（公社）セカンドハンド、（公財）オイスカ四国研修センター
（３）日本語教師：児島由佳さん　（４）香川県庁国際課　
（５）（公財）香川県国際交流協会 （６）JICA四国

2014年冬シリーズでは、

「進路」をテーマに以下の講座を実施しました！
2014 冬シリーズ開催報告
アイパル・JICA高校生カレッジ

第 1 回

< ブース一覧 >

「ＴＨＥ ＢＯＤＹＳＨＯＰの活動について知って、考えよう」
講師：橋本実佳さん
[ＴＨＥＢＯＤＹＳＨＯＰ（株式会社イオンフォレスト）バリューズ推進室リーダー ]　　

第 1 部

第 2 部「ブース訪問！～いろいろな仕事について聴いてみよう～」

青年海外協力隊は限られた職種だけ

ではなく、たくさんの職種があるこ

とがわかった。

お話がおもしろくて楽しかったです！

お菓子もおいしかったです！

第 2 回

「青年海外協力隊の体験談を聴いて、考えよう」　　
講師：山田亜由子さん [ 元青年海外協力隊（派遣国：パナマ職種：村落開発普及員）]

第 1 部

第 2 部「青年海外協力隊ＯＢのみなさんと交流しよう」　

第 3 回

「チョコレートをつくろう、フェアトレードについて学ぼう」　
講師：丸山輝裕さん [halqa‐はるか ]　
　　　 柏原里砂さん［ＦＭ香川パーソナリティ、ショコラコーディネーター］

第 1 部

第 2 部「アフリカの人たちと交流しよう」

カカオの実

ガーナの生徒とガーナでの活動風景

チャリティーショップ

カンボジアの女性たちが
つくった商品

川内さんとカンボジアの子どもたち

ガーナのビーズ

＊1 チャリティーショップについて・・全国から無償で提供される品物をボランティアスタッフが中心となって販売し、そこで得た収益金を支援活動にあてています。

＊2 香川大学STEPについて・・国際貢献TFT(Table For Two) という活動を行っている学生団体です。
　　　　　　　　　　　　　　    詳しくはHPへ https://ja-jp.facebook.com/step.kagawa

アイパルこどもにほんご教室

香川大学 STEP のみなさん

外国人住民のための
防災訓練

参加者の声

参加者の声

参加者の声

香りがよくて肌にもいい商品を自分のため

に買うことが社会、世界とつながっている

という感覚を今日初めて感じた。

各企業や団体の活動がどれも意外と身近に

感じられるものでおもしろかった。

グループの人と自分ならどんな目標

を立てるかを考えることで、自分も

青年海外協力隊の一員になれた気が

しました！

チョコレートという一つの食べものだけ

でも世界中の多くの人が関係しているこ

とを知って、世界的なものだと思った。

普段食べているチョコレートでも人が一

生懸命つくってくださっているのだと思

うと大切に食べたいと思った。

なかなかアフリカの人と交流する機会が

ないので、貴重な体験ができてよかった。

校舎建設支援を行った学校

※交流編第 2回講座は秋頃開催予定です。
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